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鎌
倉
時
代
の
裁
判
の
仕
組
み 

   

弁
護
士
・
み
ぞ
ぐ
ち
法
律
事
務
所 

溝
口 

敬
人 

 

当
分
イ
タ
リ
ア
に
行
け
そ
う
も
な
い
の
で
、 

 

七
七
〇
年
以
上
前
に
私
の
祖
先
が
関
わ
っ
た
鎌
倉
時

代
の
裁
許
状
（
判
決
書
）
を
見
つ
け
て
読
み
解
い
て

み
ま
し
た
。
こ
の
裁
許
状
は
、
東
京
大
学
資
料
編
纂

所
の
「
入
来
院
家
文
書
」（
次
ペ
ー
ジ
の
写
真
）
の
中

に
あ
り
ま
す
。
鎌
倉
時
代
の
裁
判
に
つ
い
て
は
、
岩

波
新
書
の
近
藤
成
一
『
鎌
倉
幕
府
と
朝
廷
』
１
８
６

頁
以
下
に
わ
か
り
や
す
い
説
明
が
あ
り
ま
す
。
入
来

院
の
こ
と
も
記
述
さ
れ
て
い
ま
す
。 

鎌
倉
時
代
の
裁
判
は
相
論
と
い
い
、
訴
人
（
原
告
）

が
訴
状
を
提
出
す
る
と
、
裁
判
所
は
受
理
の
手
続
き

を
し
た
後
、
論
人
（
被
告
）
に
回
答
を
命
じ
る
文
書

（
問
状
）
を
訴
状
と
一
緒
に
送
り
ま
す
。
論
人
が
回

答
を
記
し
た
陳
状
を
提
出
す
る
と
、
裁
判
所
は
、
今

度
は
こ
れ
を
訴
人
に
送
り
ま
す
。
訴
人
は
、
陳
状
に

対
す
る
反
論
を
ま
と
め
た
２
番
目
の
訴
状
を
提
出
し
、

こ
れ
に
対
し
、
論
人
も
２
番
目
の
訴
状
に
対
す
る
反

論
を
ま
と
め
た
２
番
目
の
陳
状
を
提
出
し
ま
す
。
こ

の
訴
状
と
陳
状
の
交
換
を
３
回
繰
り
返
し
ま
す
。（
三

問
三
答
）。 

三
問
三
答
が
済
む
と
、
訴
人
と
論
人
に
出
頭
を
命

じ
る
召
文
が
出
さ
れ
ま
す
。
訴
人
と
論
人
が
裁
判
所

に
出
頭
す
る
と
、
担
当
引
付
の
奉
公
人
が
三
問
三
答

を
遂
げ
た
文
書
を
回
収
し
、
相
論
の
論
点
を
ま
と
め

た
上
で
、
両
者
か
ら
口
頭
で
質
問
し
回
答
さ
せ
る
問

注
を
し
ま
す
。
問
注
が
終
わ
る
と
、
引
付
は
判
決
原

案
に
相
当
す
る
勘
録
を
作
成
し
、
評
定
衆
に
上
程
し

て
そ
の
意
見
を
得
て
落
着
（
落
居
）
さ
せ
、
裁
許
状

が
清
書
さ
れ
ま
す
。
裁
許
状
は
勝
訴
し
た
側
の
み
渡

さ
れ
る
の
が
通
常
だ
そ
う
で
す
。 

め
し
ぶ
み 

と
い
じ
ょ
う 

ら
っ
き
ょ 
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鎌
倉
時
代
は
、
所
領
相
論
が
多
発
し
た
社
会
で
、

裁
判
の
仕
組
み
も
整
え
ら
れ
て
い
っ
た
よ
う
で
す
。

文
書
の
三
問
三
答
で
双
方
の
言
い
分
を
尽
く
さ
せ
、

口
頭
の
問
注
を
経
て
、
勘
録
を
作
成
し
、
評
定
衆
の

意
見
を
得
て
落
居
さ
せ
て
お
り
、
裁
判
の
公
平
さ
を

期
す
る
工
夫
が
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

以
上
、「
み
ぞ
ぐ
ち
法
律
事
務
所
所
報
第
２
１
号

（
２
０
２
２
年
春
）」
の
序
文
よ
り
転
載 
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